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嬉野市の観光の現状と展望
―産業連関分析による経済波及効果を基に―
堤 田 稔?
１．はじめに
嬉野市の温泉旅館街は，宿場町の歴史に加えて湯治場としての長い伝統を
持つ温泉地である。一般に我が国の温泉地は，湯治場として開発されてきた
ところが多く，特に江戸時代以降は休養，療養の場として親しまれてきた?。
また，戦後は国内旅行の拡大の中で，団体の観光客に特化した宿泊地として
大きな成長も見られた。しかし，1980年代からの海外旅行の拡大やバブル経
済破綻を契機とした観光の「安・近・短」へのシフトなどもあり国内旅行は
低迷し，観光客は減少して不振に喘ぐ温泉地が多い。
現在，観光客の志向は社会の成熟化の進展の中で「これまでの宴会型・団
体仕様の観光旅行」から，「個人や家族，小グループでの目的型旅行」へと変
化している。「気に入れば，リピーターとして何度でも訪れる，高付加価値型
の旅が求められる」ようになって，「単に周遊し見物するだけの旅から，訪れ
た地域に滞在し体験し交流する旅??へと変化してきているのである。嬉野市
においても，これら変化した観光客の志向への対応が進められてきているが，
その転換はいまだ充分とは言えない。
一方，我が国経済の低成長が続く中，地方の経済も観光産業を通じた交流
人口の拡大という観光の機能に期待して，地域振興としての観光振興が脚光
を浴びるようになっている。
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１ 中村昭「温泉と健康」社団法人日本温泉協会『温泉歴史と未来』㈱エントリー，2007
年２月，49ページ～50ページ。
２ 佐々木一成『観光振興と魅力あるまちづくり 地域ツーリズムの展望』学芸出版社，
2009年５月，63ページ。
本論文は，このような背景のもと佐賀県内でも観光産業の基盤整備が進んで
いる嬉野市の温泉旅館を中心とする観光産業に視点を置き，宿泊施設や交通，
お土産品販売店などの観光施設の整備状況，観光客がもたらす観光需要によ
る経済規模などを推計し，嬉野市における観光の現状と展望を分析するもの
である。
また，その際には，産業連関表を使った観光需要の経済波及効果を推定し，
各種の分析結果を活用して，サステナブル（Sustainable）な観光へ向けた問
題点の抽出も図った。
本論文は１．はじめにおいて本論文の目的を示し，２．嬉野市の産業構造
と観光産業では，ほとんどがサービス業に包括される観光産業とそれを支え
る産業基盤について，嬉野市の第１次，第２次，および第３次産業の構成か
ら分析し，ついで観光産業を構成する主要な部門である宿泊業の整備状況等
について県内他都市，および近県の主要観光地との比較をおこなっている。
また，３．嬉野市の観光客と観光の課題では，嬉野市を訪れる観光客数の時
系列の推移，および嬉野市の観光産業の課題について検討した。４．嬉野市
の観光消費の経済波及効果分析においては，産業連関表による分析の他，佐
賀県発表の観光統計等を使用して，本論文の目的である観光による経済波及
効果を推計した。その際は，佐賀県の観光における需要の中でも地域の特産
である陶磁器の販売については，陶磁器の生産では類似性があり隣接する長
崎県の土産品の販売実績に基づいて分析をおこなっている。また，嬉野市特
産の茶葉の販売については第２次産業に分類される飲食料品部門として分類
し，地域の特徴にできる限り近い波及効果の分析をおこなっている。最後に
５．嬉野市の取り組みと展望として，嬉野市が従来の湯治場としての歴史を
基盤に，サステナブルな温泉街の形成に向かうため，地域資源を活用した療
養地型温泉への転換を検討している。
２．嬉野市の産業構造と観光産業
⑴ 嬉野市の産業構造
現在の嬉野市は，旧塩田町と旧嬉野町の２町合併により2006年１月１日に
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誕生した。嬉野市は，「佐賀県の西南部に位置し，北は武雄市，北東に白石
町，南東に鹿島市，西は長崎県に隣接し，総面積は126.51㎢??，人口28,977人
（2010年）は県内10市中９番目である（表１）。2007年から2010年では嬉野市
の人口は減少傾向にある。
市の中央部を西から東に流れる塩田川沿いでは温泉旅館街が形成されてお
り，温泉を目的とした宿泊客で賑わう県内有数の温泉観光地である。また，
塩田川上流域の国見岳や琴平山の斜面地では棚田や茶園があり，お茶は市の
主要な産業である。
出所：佐賀県統計協会『佐賀県統計年鑑』2010年版，41～42ページより抜粋して作成。
表１ 佐賀県内各市の人口の推移
2007年 2008年 2009年 2010年
佐 賀 市 240,025 238,891 238,210 237,501
唐 津 市 129,302 128,551 127,967 126,811
鳥 栖 市 66,522 67,798 68,599 69,069
多 久 市 22,188 21,951 21,707 21,412
伊 万 里 市 57,578 57,311 57,211 57,181
武 雄 市 50,818 50,481 50,186 50,715
鹿 島 市 31,363 31,123 30,860 30,722
小 城 市 45,576 45,433 45,283 45,153
嬉 野 市 29,727 29,292 29,052 28,977
神 埼 市 33,484 33,306 33,222 32,901
（単位：人）
（単位：％）表２ 全国，佐賀県および各市の就業者数割合比較（2005年）
出所：佐賀県経営支援本部統計調査課『2006年版佐賀県統計年鑑』，および統計局HP「2005
年国勢調査 第２次基本集計結果 結果の概要 ３産業』より抜粋して作成。嬉野市
は嬉野地区と塩田地区の合計
（http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2005/kihon2/00/03.htm, 2012年２月）。
端数処理により合計は100％とならない。
３ 嬉野市『嬉野市国土総合計画』2010年，２ページ。
第１次産業 第２次産業 第３次産業
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2005年の嬉野市（嬉野地区と塩田地区の合計）の就業者数から見る産業構
成は，第１次産業12.1%（佐賀県11.0％），第２次産業24.7％（佐賀県
24.8％），第３次産業63.0％（佐賀県63.8％）となっており，県の産業別割合
とほぼ同様となっている（表２）。県内で最も多い850万人の観光客を集客す
る唐津市の産業構造との比較では，第１次産業（唐津市14.2％）が低い半面，
第２次産業（唐津市23.2％）が1.5％，第３次産業（唐津市62.1％）が0.9％
やや高めとなっている。また，温泉旅館が形成される嬉野地区に限定した場
合，第３次産業は67.4％となっており，唐津市と比較して5.3％，佐賀県全域
と比較して3.6％大きく，嬉野地区は県内でも第３次産業の割合が高いといえ
る。「嬉野市国土総合計画」によると，第１次産業や第２次産業とも減少傾向
にあるが，第３次産業は増加傾向にあるとされる。
しかしながら，全国（2005年）との比較では，第１次産業が上回っている
反面，第２次産業，第３次産業とも低くなっている（図１）。総合産業である
観光は，さまざまなサービスの提供が重要である。嬉野市においては，これ
らのサービスを提供する第３次産業の基盤を強化することは，観光客の獲得
の上でも重要と?えられる。
図１ 日本の産業３部門別15歳以上の就業者の割合（2000年，2005年)
（注１)産業３部門に含まれる産業大分類は次のとおり（第１次産業：?農業」，「林業」，「漁業」，第２次産
業：?鉱業」，「建設業」，「製造業」，第３次産業：前記及び「分類不能の産業」以外の産業）
（注２)2000年は，日本標準産業分類第11回改訂（2002年３月）に伴う組替集計結果による。
出所：統計局HP「2005年国勢調査 第２次基本集計結果 結果の概要 ３産業」，
（http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2005/kihon2/00/03.htm，2012年２月）
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⑵ 嬉野市の観光産業
嬉野市の飲食店，宿泊業は，2006年は241事業所，就業者数1,916人となっ
ており，これは県内の市の中では，事業所数で６番目，就業者数で５番目の
大きさである（表３）。しかし，１施設当たりの就業者数は8.0人と最も高く
なっている。これは，嬉野市における飲食店，宿泊業は，他都市と比較して
施設数，従業者数は少ないものの，１事業所当たりの施設の規模は県内でも
大きいことを示している。
同じ統計による2004年の事業所数は，合併前であり嬉野地区，塩田地区と
分けて計上してあるが，その合計は事業所数263，就業者数2,061人，１事業
所当たり7.8人となっている。2006年は2004年に比して事業所数は22事業所
（8.4％），就業者数は145人（7.0％）の減少であるが，１事業所当たり就業者
数は0.2人（2.6％）の増加となっている。嬉野市における飲食店，宿泊業な
どの観光産業は，施設数，就業者数で減少している反面，１施設当たりの就
業者数は拡大していることから，市内では飲食店，宿泊業の効率化が進んで
（単位：事業所，人）
市町名
表３ 佐賀県の飲食店と宿泊業別事業所数と就業者数（2006年）
出所：佐賀県統計協会『佐賀県統計年鑑』2010年版，53～55ページより抜粋して作成。
総 数 飲食店，宿泊業 １事業所当たり
の 就 業 者 数事業所数 就業者数 事業所数 就業者数
佐 賀 県 41,781 377,490 4,874 28,552 5.9
市 部 34,009 307,180 4,263 25,234 5.9
郡 部 7,772 70,310 611 3,318 5.4
佐 賀 市 11,331 111,433 1,554 9,973 6.4
唐 津 市 6,419 50,436 922 4,507 4.9
鳥 栖 市 3,043 37,827 309 2,220 7.2
多 久 市 1,005 8,190 109 376 3.4
伊万里市 2,965 26,737 337 1,689 5.0
武 雄 市 2,734 21,915 318 2,134 6.7
鹿 島 市 1,880 13,139 206 1,036 5.0
小 城 市 1,734 14,244 154 889 5.8
嬉 野 市 1,549 11,270 241 1,916 8.0
神 埼 市 1,349 11,989 113 494 4.4
平 ? 3,401 30,718 426 2,523 5.9
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― ―97
いると?えられる。
嬉野市は観光客総数に占める宿泊客割合が県内で最も高く，来訪者の利用
交通機関の中ではバス利用が多いこと，および県外客の割合が高いことに併
せて，受入れ側の宿泊施設も１事業所あたりで県内最大の就業者を抱えるな
ど規模が大きいことから，宿泊目的の団体客を専門に受け入れている比較的
大型の温泉旅館が多いと?えられる。
一般に温泉地にある宿泊施設は，年間を通して安定した団体客の送客をお
こなう旅行代理店との結びつきが強いが，嬉野市においても，これらのこと
から，個人客の志向への対応が急がれる現在もまだ，旅行会社の送客による
団体客の割合は高いと思われる。
３．嬉野市の観光客と観光の課題
⑴ 嬉野市の観光客
佐賀県内各市の観光客数（2009年）をみると，唐津市8,159.2千人，佐賀市
5,271.3千人，鹿島市3,379.6千人についで嬉野市1,835.0千人となっている。
嬉野市の観光客の内訳は，日帰り客が1,253.0千人（68.3％），宿泊客が582.0
その他バ ス
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出所：佐賀県統計協会『佐賀県統計年鑑』2010年版，289ページより抜粋して作成。
表４ 佐賀県内各市の観光客数（2009年）
項目別
市
（単位：千人，％）
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千人（31.7％）となっており，県内他都市と比較して宿泊客の割合が大きい
（表４）。
嬉野市に隣接する武雄市（武雄温泉）の観光客数は，嬉野市1,835.0千人に
対して1,675.0千人となっているが，その内訳をみると日帰り客は武雄市が
1,439.0千人（嬉野市1,235.0千人）と上回っているものの，宿泊客は嬉野市
（582.0千人）のほぼ半数の（236.0千人）となっている。これを表５の発地別
観光客数（2009年）でみると嬉野市は県内客割合が武雄市と比較して小さい
一方，九州からはほぼ同じであり，その他からは大きくなっている。これら
のことから，武雄市が地元，九州志向の温泉地であるの対し，嬉野市は九州，
その他の県外を志向しているといえる。
また，交通機関別の入込状況（表４）では，1,292.0千人（70.4％）が自家
用車・タクシー，次いでバス532.0千人（29.0％）となっており，ほとんどが
自家用車，バスなどにより来訪している。県内は佐賀市，鳥栖市，鹿島市な
ど鉄道の駅がある都市を除けば，バス・自家用車・タクシーの割合は高くな
るが，特に嬉野市はこれらの割合が高い。それだけに，バスや自家用車等に
よるアクセスの重要性は県内他都市と比較して高いといえる。幸い嬉野市は
合 計九州(除佐賀)
100％1,836.037.4％687.045.8％840.016.8％308.0嬉 野 市10
100％3,380.332.0％1,081.550.0％1,689.818.0％608.3鹿 島 市9
100％1,676.010.4％174.047.6％797.042.0％704.0武 雄 市8
100％1,354.016.5％223.030.9％418.052.6％712.0伊万里市7
100％8,520.015.8％1,346.952.4％4,460.431.8％2,711.9唐 津 市6
100％864.83.3％28.545.0％388.751.7％446.6鳥 栖 市5
100％1,026.032.2％330.044.3％454.623.5％240.7神 埼 市4
100％480.81.3％6.128.7％137.770.0％336.0小 城 市3
100％342.02.0％7.021.9％75.076.0％259.0多 久 市2
100％5,272.335.2％1,855.537.7％1,987.327.1％1,428.5佐 賀 市1
そ の 他県 内
発 地 別
出所：表４に同じ。
表５ 佐賀県内各地の発地別観光客数（2009年）
項目別
市
（単位：千人，％）
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車によるアクセスの利便性が高く，市内には高速道路のインターチェンジが
あり，隣接する佐世保市には西九州自動車道経由にて30分程で結ばれており，
長崎市へも長崎自動車道経由にて40分程度で行くことができる。加えて，今
後，新幹線西九州ルートの整備の進展次第では，その利便性の向上は観光客
の集客の上で，大きな効果をもたらすと?えられる。
このように，嬉野市の観光客拡大の上では，陸上アクセスの活用が重要で
あるが，その際はこれらの利便性の向上に併せたシーニックバイウェイ（Sce-
nic Byway)?の導入などによる沿線景観の整備も一体となったアクセス整備
が重要であろう。ドライブ観光にとって美しい沿道の景観は重要な観光資源
である?。自家用車・タクシー，バスでの入込が多い嬉野市では，ドライブ途
中の美しい景観の整備は，旅の満足度を向上させる。
嬉野市は県内からの入込が少ない一方，県外からの入込が83.2％と高い特
徴が見られた。これは県内の主要な観光地である佐賀市，唐津市と比較した
場合でも同様であり，両市と比較して嬉野市は九州，その他からの観光客割
合が高い。これは嬉野市が宿泊目的地になっているためと思われる。日本３
大稲荷で大宰府天満宮に次ぐ年間250万人の参詣客が訪れる祐徳稲荷を抱え
る鹿島市の観光客は，日帰りが98.7％，宿泊客が1.3％となっており，宿泊客
の割合が県内他都市と比較して小さい。しかし，鹿島市を訪問する県外客は
82％に達し，その割合は嬉野市とほぼ同じ数値となっている（表５）。一般に
遠距離から訪問する観光客は宿泊を伴うことから，県外からの割合が高い鹿
島市の観光客の一部は，隣接する嬉野市内へ宿泊していると?えられる。
嬉野市は県内他都市と比較して県内客の割合よりは九州（除く佐賀），その
４ シーニックバイウェイ（Scenic Byway）とは，「景観・シーン（Scene）の形容詞シー
ニック（Scenic）と，わき道・より道を意味するバイウェイ（Byway）を組み合わせた
言葉」とされ，「地域と行政が連携し，景観や自然環境に配慮し，地域の魅力を道でつな
ぎながら個性的な地域，美しい環境づくりを目指す施策」とされる。シーニックバイウェ
イはアメリカ合衆国で1965年の『道路美化法』の成立を契に1989年の「シーニックバイ
ウェイ法」から本格的にスタートした。我が国でも2005年に「シーニックバイウェイ北
海道」として国内で初めて始まった。現在，道路を観光資源として活用する観光施策と
して各地で注目されている。
５ シーニックバイウェイ支援センター編『シーニックバイウェイ北海道〝みち"から始
まる地域自立』ぎょうせい，2006年，２ページ。
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他の客の割合が高いことから，佐賀県内の観光地の中では県外での知名度が
高いと?えられる。一方，県内客の割合が高い市は，多久市76.0％，小城市
70.0％であるが，これらの都市の観光客数は，日帰りと宿泊を併せても50万
人未満であり，ほとんどが日帰り客で宿泊客の割合は低い。これは宿泊施設
の整備状況が原因と?えられるが，宿泊客の割合から見る佐賀県内の観光は，
県外客を主体とする地域と県内客を主体とする地域に分かれている。
表６より人口１人当たりの観光客数をみると，佐賀県内の平?は39人であ
り，鹿島市（110人），唐津市（67人），嬉野市（63人）は観光の比重が大きい
都市と言える。しかし，表４からは，鹿島市，唐津市はいずれも日帰り客の
割合が90％以上と高いのに対し，嬉野市は宿泊客の割合が31.7％と高い特徴
を持つことから，鹿島市，唐津市は日帰り客の多い通過型の観光地であるの
対し，嬉野市は滞在型の観光地として特徴づけることができる。
⑵ 嬉野市の観光の課題
① 周辺観光地との競合
表７より嬉野市の観光客の推移をみると拡大期と減少期があることがわか
る。この傾向は，西九州地区における主要な観光地である佐世保市や長崎市
などにおいても同様である。観光が初めての場所をいく「名所旧跡巡り型」
である場合，当初の目的が達成された観光地に対しては，再訪の可能性は低
下すると?えられる。
－－67唐 津 市
39平 ?13鳥 栖 市
63嬉 野 市31神 埼 市
110鹿 島 市11小 城 市
33武 雄 市16多 久 市
24伊万里市22佐 賀 市
人口１人当たりの
観 光 客 数
都市名
人口１人当たりの
観 光 客 数
出所：佐賀県観光課『佐賀県観光客動態調査』より一部抜粋して作成。
表６ 観光客数／人口比（2009年）
都市名
（単位：人）
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一方，湯布院や黒川などの観光地では，毎年安定した観光客の受入れが続
いている。特に湯布院は1980年代以降，30年近く安定した観光客の入込が続
いていることを見れば，リピーターの確保に向けた「着地型の観光??に見ら
れるように計画的に整備された観光地づくりが，その成功の要因にあると?
えられる。嬉野市においても，観光客入込の拡大期と減少期の変動について
分析し，その原因を探ることは，安定した観光客の入込を図る上で重要であ
る。
嬉野市の観光客の増加期は，①1989年の長崎自動車道嬉野インター開通と
肥前夢街道のオープン時，②世界 博開催時（1996年），③嬉野町と塩田町の
合併による嬉野市誕生に伴う観光キャンペーン時（2006年），④佐賀総体時
（2007年）に大きく伸びている。また，減少期では，⑤1991年のハウステンボ
ス開業（佐世保市）以降，1992年からは観光客の減少が見られるほか，⑥長
崎自動車道が長崎市内まで全通した年（2004年）も観光客が少ない年となっ
ている。実際，①の長崎自動車道嬉野インター開通時には，前年の1,664千人
（単位：千人）
西暦(年)
表７ 嬉野市の観光客数年次別推移
出所：嬉野市観光商工課『嬉野市観光客動態調査』2011年，１ページより作成。
宿 泊 日帰り 合 計 西暦(年) 宿 泊 日帰り 合 計
1988 1,071 593 1,664 2000 846 723 1,569
1989 1,145 1,005 2,150 2001 808 776 1,584
1990 1,092 808 1,900 2002 760 701 1,461
1991 1,181 759 1,940 2003 783 737 1,520
1992 1,110 728 1,838 2004 645 723 1,368
1993 1,060 656 1,716 2005 633 768 1,401
1994 1,120 714 1,834 2006 708 1,112 1,820
1995 1,090 702 1,792 2007 730 1,180 1,910
1996 1,145 761 1,906 2008 651 1,160 1,811
1997 1,022 805 1,827 2009 582 1,253 1,835
1998 958 749 1,707 2010 537 1,369 1,906
1999 912 739 1,651
６ 佐々木一成『観光振興と魅力ある街づくり』学芸出版社，2008年，66～67ページ。
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から2,150千人へと486千人（129％）と大きく増加している反面，⑤のハウス
テンボスの開業時は前年比で102％であるが，1993年は1,716千人とハウステ
ンボス開業時の1,940千人に比して３年間で11.5％減少している。この減少は
②の世界 博開催時を除けば，2004年まで続き，最も少ない2004年は1,368千
人まで減少するが，これは1989年の2,150千人の64％（36％の減少）ほどであ
る。
このように嬉野市の観光産業は，近隣にある佐世保市，長崎市の観光産業
と競合する傾向が見られる。これは，①，⑥からも見られように長崎自動車
の整備の進展も原因の１つである。嬉野市を経由する交通インフラの整備は，
観光客集客の上でプラスの要因であるが，他の観光地の整備が進む場合はマ
イナス要因になっていることがわかる。そのため嬉野市においては，嬉野市
に至る幹線道路上の沿線自治体と連携して，前述のシーニックバイウェイ等
により統一性のある景観整備を図って，ドライブの快適性の向上に努めるこ
とは，観光客の集客に効果的であろう。
② 観光施設と関連イベント
嬉野市の主要な観光資源は温泉である。そのため，宿泊客の多い滞在型の
観光地となっており，観光客数から見ても県内の主要な観光地である。しか
しながら，温泉資源を除くその他の観光資源は，主要な産品であるお茶が観
光客向けに土産品としての販売が図られている他は知名度のある観光資源は
少ない。実際，県による主な観光施設入場者数調査では佐賀市内から３か所，
唐津市内から３か所，多久市，武雄市，神埼市からは各１か所が調査ポイン
トとして挙げられているが，県内でも有数の観光地である嬉野市からは選出
されていない。また，県内では，「有田陶器市」，「唐津くんち」，「佐賀インター
ナショナルバルーンフェスタ」など数多くの観光客を集める大型のイベント
がみられるが，嬉野市にそのような大型イベントはみられない。嬉野市は温
泉以外では，観光客の滞在に結びつく観光施設，集客力のあるイベントが乏
しいといえる。観光施設やイベントは，観光地の昼間帯の賑わいを盛り立て，
活気のあるまちづくりに貢献する。しかし，嬉野市は温泉観光地としての滞
在型に特化した施設や宿泊客などに向けた夜型のイベントが中心となって，
嬉野市の観光の現状と展望
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昼間帯の日帰り客を対象とした観光資源が少ない状況が見える。湯布院を抱
える由布市では，日帰り観光客の自家用車による市街地の混雑が問題となっ
ているほどであるが，嬉野市ではこれらの問題は報告されていない。嬉野市
は，夜の賑わいに比して昼の賑わいや活気が不足していると思われる。
４．嬉野市の観光消費の経済波及効果分析
⑴ 嬉野市の観光消費額
嬉野市における2009年，2010年の観光消費は，表９のとおりである。2009
年の観光消費額の割合は，宿泊費が46.1％と最も大きく，次いで飲食費
31.2％，土産代15.8％，娯楽サービス・その他6.0％となっている。運輸は0.9％
と低い。同様に2010年の観光消費額の割合は，宿泊費が43.4％と最も大きく，
次いで飲食費31.9％，土産代16.8％，娯楽サービス・その他6.9％となってお
り，2009年同様，運輸は１％と低い。嬉野市の観光客は83.2％が県外から訪
れているため，交通費を含む運輸の額は大きいと?えられるが，2009年，2010
年ともに総額の１％程である。県内で最も観光客が多い唐津市の2005年の年
間消費額に占める宿泊費は15,7％，以下飲食費35.2％，土産品費26.9％，娯
楽費（入場料等）5.0％，交通費が16.2％となって交通費は比較的高い（表
（単位：千人）
イベント名
表８ 佐賀県における主なイベントの開催状況（2008年）
出所：佐賀県「観光?平成22年度佐賀県の商工業>」編『統計情報館』2011年，155ページ。
開催地（期間) 入り込み数
有田陶器市 有田町（４／29～５／５） 1,100
2008佐賀インターナショナル
バルーンフェスタ
佐賀市（10／30～11／３） 943
唐津くんち 唐津市（11／２～11／４） 560
栄の国まつり 佐賀市（８／４～８／５） 203
秋の有田陶磁器まつり 有田町（11／22～11／26） 130
佐賀城下ひなまつり 佐賀市（２／17～３／31） 87
大陶器市 in鳥栖 鳥栖市（10／９～10／16） 80
さが農業まつり 佐賀市（２／６～２／11） 80
浜崎 園祭 唐津市（７／26～７／27） 35
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合 計
5
4
3
2
1
出所；嬉野市観光商工課「嬉野市観光客動態調査」より算出して作成。
表９ 嬉野市の観光消費額 （単位：百万円）
振り分け先
その他工業製品 13.5
売上割合（％)
83.0
0.1
3.2
0.1金属製品
窯業・土石製品（陶磁器等)
繊維製品
食料品
注：観光消費額の内，土産品費には地元産品である食料品，陶磁器，衣料品，食材，工業製品等が含まれるた
め，費用の内訳について部門別に仕分けをおこなう必要がある。そのため，長崎県の資料をベースとして
振り分けをおこなった。長崎県では窯業・土石製品として陶磁器の振り分けがおこなわれているが，佐賀
県でも陶磁器の振り分け先を窯業・土石製品とした。合計は端数処理のため100％に満たない。
出所：長崎県県民生活統計部『産業連関表利用の手引「HOW TO産業連関表」』2006年，41ページから一部抜
粋して作成。
表10 嬉野市の土産品の分類
出所：唐津市企画政策課『2006年唐津市統計情報「15観光」』より筆者が一部抜粋して算出。
表11 唐津市の観光客による観光消費額（2005年） （単位：千人，千円，％）
13,894 100％ 13,609 100.0％
小 計 2,202 15.8％ 2,287 16.8％
その他製造工業製品 297 － 309 －
32部門産業関連表の部門名 2009年の購入者価格 2010年の購入者価格
宿泊費 6,402 46.1％ 5,907 43.4％
運輸（交通費） 128 0.9％ 133 1.0％
娯楽サービス・その他 829 6.0％ 944 6.9％
飲食費 4,333 31.2％ 4,338 31.9％
土産代
（内訳） － －
飲食料品 1,830 － 1,901 －
繊維製品 3 － 3 －
窯業・土石製品 70 － 72 －
金属製品 2 － 2 －
区 分
観光
客数
（千人)
年 間
消費額
（千円)
宿泊費
（千円)
飲食費
（千円)
土産品費
（千円)
交通費
（千円)
入場料等
（千円)
その他
（千円)
１人当
たりの
平 ?
消費額
（円)
２
０
０
５
年
日帰り客 8,05023,645,411 －
9,772,550 7,630,340 4,542,032 1,432,666 267,823
2,937
41.3％ 32.3％ 19.2％ 6.1％ 1.1％
宿 泊 客 528 6,690,278
4,754,096 912,022 525,988 380,567 82,094 35,511
12,666
71.4％ 13.6％ 7.9％ 5.7％ 1.2％ 0.5％
総 計 8,57830,335,689
4,754,09610,684,572 8,156,328 4,922,599 1,514,760 303,334
3,536
15.7％ 35.2％ 26.9％ 16.2％ 5.0％ 1.0％
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11）。唐津市は日帰り客が主体の通過型の観光地であり福岡都市圏からのマイ
カー等利用が多いことから，交通費の割合が高く，また，飲食費，土産品の
割合も高くなっている。しかし，宿泊客のみの消費額では，消費構成に占め
る交通費は5.7％程度となって，日帰り客のほぼ３分の１となっている。一般
に宿泊客の消費では，宿泊費部門，飲食部門が大きいため，交通費は低くな
る。そのため，滞在型の観光地では，宿泊費と飲食，土産代の割合が高く，
運輸（交通費）は低くなる傾向があるのである。
⑵ 観光分析の為の産業連関表の作成
嬉野市の観光産業による経済波及効果について分析する。分析には佐賀県
産業連関表（34部門表，および108部門表）を組み替えて観光 IO表（38部門）
を作成，観光の分析に適した投入をおこなって分析している。
分析には，嬉野市を訪れる観光客が消費する観光消費額を最終需要の増加
と見立てて，経済波及効果の算出をおこなっている。経済波及効果の分析に
は，産業連関表による算出結果だけでなく，その他の統計資料も活用しなが
ら検討をおこなった。また，その効果は第２次の経済波及効果までとした。
さらに，佐賀県の産業連関表を用いることから，その効果は佐賀県内全域へ
波及していくことが前提となる。
佐賀県の産業連関表34部門表では，娯楽サービス，飲食店，宿泊業部門は
対個人サービスに統合されているため，これらを独立させて残る洗濯・理容・
美容・浴場業，およびその他の対個人サービス（写真，冠婚葬祭業他）を統
合して対個人サービスとしている。また，「１農林水産業」を「１農林業」と
「２漁業」とに分割した。これは，佐賀県の主要な産業である農林水産業によ
る経済波及効果をより正確におこなうためである。
算出した需要総額から県内自給率を乗じて県内品需要額を算出，その結果
について逆行列係数を利用して波及効果を算出した。さらに，第１次経済波
及効果が生み出す新たな経済波及効果を調べるため，第１次経済波及効果額
に雇用者所得率，消費性向等を乗じて，民間消費支出の構成比などにより第
２次の増加する消費額を算出し，これを第２次経済波及効果とした。なお，
需要の発生による経済波及効果は，第２次経済波及効果までとした。
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観光消費額を産業連関表上の各部門に振り分けて投入をおこなう必要があ
るが，前述の観光消費額は，購入者価格表示（店頭の価格）のため，生産者
価格（工場出荷時の価格）で作成される産業連関表に投入する際は，購入者
価格から商業マージン，運輸マージンのはぎとりが必要となる。これは，購
入者価格＝生産者価格＋商業マージン＋運輸マージンで示される。そのため，
38部門表に対応した商業マージン率，運輸マージン率は，「2005年産業連関表
―計数編⑵―」（総務省）より188部門商業マージン表と国内貨物運賃表（188
部門産出表の商業マージン，国内貨物運賃額）を組替えて作成，使用した。
使用データ
１．佐賀県の統計情報より「2005年産業連関表」を資料として用いた。
⑴ ?取引基本表（34部門，108部門表）」
⑵ 逆行列係数表［I-(I-M^)A］??型
２．神奈川県における観光の経済波及効果の計算に用いられた産業連関表の
雛形を使用した。
３．消費性向は，総務庁統計局の「2004（平成16）年家計調査年報?家計収
支編（農林漁家世帯を除く二人以上の世帯）>「第２表都道府県庁所在市別
１世帯当たり年平?１か月間の収入と支出（勤労者世帯）」より算出された
長崎市と同値とした。
４．商業マージン率，運輸マージン率は，「2005年産業連関表―計数編⑵―」
（総務省）より商業マージン表と国内貨物運賃表（188部門産出表の商業マー
ジン，国内貨物運賃額）を組替えて使用した。
５．自給率の定義
① 移輸入率＝?移入額＋輸入額?／県内需要額
② 自給率＝１－移輸入率
⑶ 経済波及効果の算出
① 第１次経済波及効果
2009年度の観光消費額のうち，土産代（2,202百万円）については，表10の
土産代内訳の推計により，飲食料品，衣料品等に分割して直接需要へ投入し
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た。その内訳は，飲食料品（菓子，飲料，たばこ，茶葉など）1,830百万円は
「４飲食料品部門」へ，衣料・繊維製品３百万円は「５繊維製品部門」へ，窯
業・土石製品（陶磁器等）70百万円は「９窯業・土石製品部門」へ，金属製
品２百万円は「12金属製品部門」へ，その他製造工業製品297百万円は「19そ
の他の製造工業製品部門」へ投入した。また，その他の観光消費の内，宿泊
費6,402百万円は「35宿泊業部門」へ，交通費128百万円は「26運輸部門」へ，
娯楽サービス・その他829百万円は「33娯楽サービス部門」へ，飲食費4,333
百万円は「34飲食店部門」へ投入した（表12）。これに商業マージン率と運輸
マージン率の合計を掛けて算出された観光需要額は生産者価格表示となる。
さらにこれらに県内自給率を掛けて県内品による観光の総需要額を算出，逆
行列係数表を用いて第１次の経済波及効果を算出した。その結果，2009年の
観光消費による第１次経済波及効果は12,811百万円と算出された（表12，
14）。同様に2010年は12,582百万円となった（表13，15）。
② 第２次経済波及効果
第１次波及効果に雇用者所得率を乗じて増加する雇用者所得を算出し，こ
れに消費性向を乗じて民間消費支出を算出，市内自給率を乗じて増加する市
内産品額を算出して第２次の経済波及効果を算出した。これによって，2009
年の増加する雇用者所得は4,007百万円，これに消費性向0.7175を乗じて消費
に回る雇用者所得を算出した結果，増加する消費額（県内品）は2,108百万円
となった（表16）。
またこの結果から，第２次経済波及効果は2,717百万円と算出され，2009年
度の第１次経済波及効果と第２次の経済波及効果の合計は15,528百万円と
なった（表14，16）。同様に2010年度の第１次経済波及効果と第２次経済波及
効果の合計は15,242百万円となった（表15，17）。
③ 経済波及効果合計
算出された観光消費による経済波及効果をまとめたものは，表14及び15の
通りである。2009年は，１次および２次経済波及効果の合計で15,528百万円，
観光消費額13,894百万円を合計すると29,422百万円となった。2010年は，１
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次および２次経済波及効果の合計で15,242百万円，観光消費額13,609百万円
を合計すると28,851百万円となった。また，2010年の観光消費額は，2009年
と比較して2.1％（285百万円）減少している。経済波及効果も同様にほぼ２％
（571百万円）低下している。2009年から2010年にかけては，観光客数が1,835
千人から1,906千人に71千人（3.9％）増加している反面，消費単価の高い宿
泊客数が582千人から537千人と45千人（7.7％）ほど減少していることが原因
と?えられる。このことから宿泊客の減少が地域経済に大きな影響を与える
ことがわかる。
④ 経済波及効果倍率
経済波及効果倍率が2009年は2.118倍，2010年は2.120倍となった。年度は
違うが唐津市（2.276倍），佐世保市（2.282倍）より低い結果となった（いず
れも2006年）。また，西九州地区の主要な観光地である平戸市の2.156倍と比
較しても低い（唐津市，佐世保市，平戸市の数値はいずれも筆者算出，2006
年）。
この原因について分析するため，産業構造が比較的近いと見られる唐津市，
平戸市と比較をおこなった。唐津市の就業者数割合から見る産業構造（2005
（百万円）
経済波及効果額総額
表15 2010年観光消費による経済波及効果額
第１次波及効果 12,582
間接経済効果額計（生産誘発効果額（１次＋２次）） 15,242
直接経済効果額（最終需要） 13,609
28,851
第２次波及効果 2,660
2,717第２次波及効果
29,422
直接経済効果額（最終需要） 13,894
間接経済効果額計（生産誘発効果額（１次＋２次）） 15,528
12,811第１次波及効果
表14 2009年観光消費による経済波及効果額
経済波及効果額総額
（百万円）
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年）は，第１次産業14.2％（嬉野市2005年，12.1％），第２次産業23.2％（嬉
野市同年，24.7％），第３次産業62.1％（嬉野市同年，63.0％）となってお
り，嬉野市と比較してほぼ同じである。しかし，経済波及効果倍率は嬉野市
が低くなっている。また，平戸市の2005年の第１次産業は23.1％，第２次産
業18.0％，第３次産業58.6％となっており，第１次産業は嬉野市より高いが，
第２次産業および観光産業が含まれる第３次産業の割合は嬉野市より低く
なっている。しかしながら，平戸市の経済波及効果倍率は，嬉野市より高い
結果となった。これらのことから，嬉野市の経済波及効果倍率の低さは，産
業構造によるものではないと?えられる。
一方，これら３市の観光消費の割合を見ると，交通費を含む運輸の割合に
大きな差がみられる。運輸（交通費）の割合は唐津市16.2％，平戸市7.2％と
なっているが，嬉野市の運輸（交通費）に係る観光需要は1％と大きく違って
いる。運輸（交通費）は，産業連関表の38部門の中では自給率が高く波及効
果への貢献も高いことから，その割合は波及効果の拡大に大きな影響を与え
る。しかし，嬉野市の場合，運輸（交通費）の割合が１％と非常に低いため，
波及効果倍率が低くなっていると?えられるのである。
５．嬉野市の取り組みと展望
嬉野市における観光産業は，県外から多くの観光客を集め，観光客の消費
を通じて地域に大きな経済波及効果をもたらしている。しかしながら，①観
光客の集客の上で近隣の佐世保市や長崎市と競合関係にあり，宿泊施設の特
徴からは②従来型の団体客を中心とする観光客への志向が高い一方，③宿泊
施設を除けばその他の観光施設の集積が充分ではなく，④観光消費に占める
交通費の低さから観光消費の経済波及効果が低いといった問題があることが
わかった。
既に温泉施設のユニバーサルデザイン（Universal Design以下UD)?化な
７ ユニバーサルデザイン（Universal Design）とは，年齢，性別，身体的状況，国籍，
言語，知識，経験などの違いに関係なく，すべての人が使いこなすことのできる製品や
環境などのデザインを目ざす概念。1990年代にアメリカのノースカロライナ州立大学の
ロナルド・メイス Ronald Mace博士（1941－1998）が提唱した（『日本大百科全書』小
学館，http://100.yahoo.co.jp/detail/2012年３月25日）。
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り送 ますを変えてい
ど観光客のニーズに志向した対応は進んでいるが，嬉野市の観光産業の成長
の上では，これらの問題に対応することは重要と思われる。また，その際は
「持続可能な観光」（Sustainable Tourism以下 ST）への転換も視野に市内全
域での対応が求められる。嬉野市の観光産業が「持続可能な観光」へ転換を
進めていくことは，観光産業だけにとどまらず地域経済の継続性の上でも重
要である。そこで，嬉野市の観光産業がこれらの問題に対応を図るとともに
「持続可能な観光」へ転換を進める際の施策として次の２つを示しておきた
い。
⑴ 個人客の志向への対応
嬉野市の観光産業は団体客志向の宿泊地から小グループや個人客を志向し
た観光地への転換を進めているが，湯布院や黒川温泉の成功例からは，一層
の促進が重要であろう。これは②の団体客志向への問題，③の宿泊施設以外
の観光施設の集積への対応でもある。
昼間帯の観光客増加を目的とした観光施設の開発や県内外の観光客を対象
としたイベントの実施は，日帰りの観光客を増加させるだけでなく宿泊客の
増加や連泊にもつながると?えられる。また，これらの施設の整備やイベン
トの実施は，市の主要な生産品であるお茶の販売の上でも有効であろう。
また，④低い交通費割合についてはその原因の分析が重要である。嬉野市
の観光消費は，唐津市，佐世保市，平戸市などと比較して交通費（運輸）割
合が低い特徴がみられたが，娯楽サービス・その他も低くなっている。娯楽
サービス・その他が低い原因としては，前述のとおり，宿泊施設以外に昼間
帯の観光客向けの観光資源の少ないことが?えられる。また，交通費（運輸）
が低い原因としては，宿泊が目的の観光客が多いこと，および近県から入込
む観光客の自家用車・タクシーの利用が70.4％（2009年）と高いことも影響
していると思われる。特に県外から旅行会社などを通じて訪れる団体客は，
宿泊前は近隣の観光地から宿泊を目的に嬉野市を訪れ，宿泊の後は嬉野市内
での観光スポット巡りよりは近隣の観光地へ向かっていると?えられる。実
際，前述の鹿島市の観光客動態でもこれらの傾向が見られるとおりである。
現在の観光客の志向は従来の周遊型から体験型へと変化しているが，その
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対策として，現在，一部はおこなわれている歴史のある伝統文化の掘り起こ
しと地域の食文化や市場などの生活空間，焼き物の制作体験などをテーマ化
して周遊できるコースを整備するなど，地域の文化の再開発が有効であろう。
その際は STの視点から地域住民の活用できる形で再整備をおこなうことが
重要である。すなわち，「最も暮らしやすい町が最も良い観光地である。」と
いう住む人を優先したまちづくりである「生活型観光地??により，地域住民
が自らこれらの文化や施設を生活の中に取り込むことができるなど地域住民
にも配慮した生活空間の整備が，これらの観光資源を活性化し，観光客の体
験を充実させるからである。
嬉野市の観光産業の成長の上では，昼間帯の観光客を対象とした観光施設
の整備やイベントの開催などの充実に加えて，STの視点から地域内に埋も
れた観光資源を再開発して活性化を図り，これらをコース化して個人客が自
由に動き回れる環境整備をおこなうなど，個人客を志向した観光地づくりの
一層の進展が必要と?えられる。
⑵ 長崎市，佐世保市との競合と共存
2005年から2011年にかけて増減はあるものの嬉野市の観光客数は2005年以
降増加傾向にある。嬉野町と塩田町の合併による嬉野市の誕生や佐賀総体の
開催効果があったと見られる。一方，観光客の構成を見ると日帰り客の割合
が拡大している反面，宿泊客の割合は減少している。1991年以降，継続して
減少傾向であり，嬉野市における観光産業全般に大きな影響を与えていると
?えられる。
宿泊客の減少は産業連関分析で見られるとおり，観光消費の経済波及効果
に大きな影響を与えることから，その対策は重要である。また，嬉野市は宿
泊客の集客の上で佐世保市，長崎市と競合関係にあることは前述のとおりで
あるが，これらの関係も?慮した安定した宿泊客の確保を図ることが重要で
あろう。
嬉野市ではUDによる宿泊施設等のバリアーフリー化が進められている
８ 小林華弥子「湯布院とまちづくり」西川芳昭・松尾匡・伊佐淳編著『市民参加のまち
づくり』創成社，2002年，102ページ。
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が，さらに，お茶を活用した薬用温泉や温泉水の飲泉など，温泉療法の活用
もある。嬉野市が所在する西九州地区（福岡県，佐賀県，長崎県）は，大学
の医学部や薬学部などの研究施設が多い。市内には国の独立行政法人による
治療施設もある。これら産学官の連携の中では治療を目的とする温泉場の形
成が可能である。長い歴史のある湯治場としての嬉野市に，現代の先進医療
を組合わせて，ドイツにおける「バーデンバーデン（Baden-Baden）」に見ら
れるような温泉療養施設を市内に整備することは効果的と?えられる。また，
湯治場としての療養型の温泉地は，宿泊と宴会に特化した温泉地と違い近隣
の長崎市，佐世保市の宿泊施設と競合することは少ない。嬉野市が現在の温
泉療養の機能を強化し，湯治場の伝統文化の掘り起こしや情緒ある景観整備
等を進めた上で，これらの特徴を生かした温泉地づくりを進めれば，周辺の
観光地においても魅力的であり，これらとの共存が可能と思われる。
湯治場としての形成の中では，長期滞在客に向けに宿泊料金と給食料金の
分離，UDの一層の普及など多くの問題があるが，長期の宿泊客を飽きさせな
い毎日のイベントの実施など，身近な生活の中でも出来ることはある。例え
ばミニコンサートや演芸などのイベントが継続的におこなわれることで地域
の文化も活性化され，それらは地域外から観光客を引き付ける。これらが連
携して総合的に実施されることで，嬉野市の観光産業に大きな効果を生むと
?えられるのである。経済の低成長が続く現在，温泉街内部での宿泊施設間
の競争で出来ることは限られる。そのため，温泉街が一つとなって限られた
資源の再開発を進め，地域全体の魅力を底上げすることが求められているの
である?。
９ 西村幸夫「観光まちづくりを?える」西村幸夫編著『観光まちづくり』学芸出版社，
2009年，19ページ。
嬉野市の観光の現状と展望
― ―117
